
! 
の
が
「
雇
用
量
視
」
を
掲
げ

る
新
日
本
製
鉄
社
長
の
今
井

敬
と
、
「
株
主
重
視
」
へ
の

転
換
を
唱
え
る
オ
リ
ッ
ク
ス

社
畏
の
富
豪
彦
た
っ
た
。

嘉
の
い
ま
ま
た
、
日
本
は
人
最
善
、
一
ま
で
の
極
観
で
審
議
一
櫓
義
雄
も
語
審
カ
一
う
宮
内
の
ド
ラ
イ
な
蓄
に
一
郎
も
「
弼
講
義
主
壁
一
た
。
「
自
室
経
営
は
鉛
年
代

っ
た
の
か
。
警
か
ら
棄
を
一
の
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
い
石
あ
る
・
行
き
過
ぎ
た
会
証
一
た
。
長
期
不
混
で
新
日
鉄
は
一
に
も
手
を
つ
げ
な
貯
れ
ば
い
一
を
再
燃
さ
せ
競
争
力
を
裏

「
轟
は
、
株
主
に
ど
れ
一
襲
主
主
・
宮
内
輪
吉
田
豊
建
室
る
。
一
に
責
任
を
負
い
す
ぎ
た
。
我
一
喜
一
警
警
ざ
る
を
え
一
谷
な
か
乏

ι

義汗 思罰 第3種郵便物認可 常斡資料議題� 5の11

日に責任ないJ rそれは国賊だ」
l 迎

え
た
。
パ
ブ
ル
か
ら
デ
フ
レ
へ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
零
へ
と
重
一
は
パ
ブ
ル
が
盤
。
「
こ
れ
一
ア
イ
・
ピ
1
・
エ
ム
会
長
の
一
定
徹
す
れ
ば
い
い
」
と
い
一
ロ
ヅ
ク
ス
会
長
の
議
太
一
小
泉
富
の
震
を
務
め

g
a

年
、
ど 
ζ
で
、
窓
、
な
ぜ
変

ー
さ
考
え
る
。
露
。
ァ
l
マ

は

吾

妻

章

。

一

軒

噌

鱈

鰭

一

だ

」

「

日

韓

抗

窓

差

以

説

明

他

市

持

笠

ト

誌

に

町

内

諾

笠

間

九

日

寸

信

駐

日 

1

季

ー

だ

が

舞

の

グ

ロ

報

い

る

か

だ

。

麗

君

主

震

わ

れ

る

。

一

「

重

星

雲

一 

一ぜ
 

1
シ

三

は

日

奉

審

問

か

誤

認

官

が

一

葉

信

時

間

「

刊

誌

ず

ら

雑

誌

増

長

一

米

国

型

へ

の

転

換

巡

り

議

論

一

持

続

完

議

長

2
人

の

霊

の

意

義

分

一

震

雇

用

の

需

品

一

?

に

も

起

用

品

展

豪

、

企

業

も

害

警

「
ヒ
ル
ト
ン
東
京
ペ
イ
」
。
一
た
。
日
本
型
経
嘗
の
繕
持
一
そ
れ
に
皮
帯
し
た
章
一
か
れ
た
。
撃
の
署
警
護
人
志
の
毒
事
区
警
直
志
町
出
始
め
た
起
点
と
い
う
語

白
昼
一
な
っ
た
」
(
善
、
密

ロ 

パ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
て
き
た
と
と
に
、
経
書
界
に
は

生
ま
れ
、昆

陰
畏
き
も
と
二

B
4
2
Z

-

J

j

i

t

-

-

-

P
F

I

lq 

b

4。一手
 

2
3


υ島上 
1
4
4
F
r
f

毎
夕
担
。
，

、
「
嘩
民
主
義 

-
2
2っ
こ
一
説
話
袋
詰
長
持


強
弱
」
旬
、
品
別
当 

一
に
窓
わ
か
か
が
」
と
川
引
一
政
府
の
著
書
会
議

1

・
一
い
ら
立
ち
も
あ
っ
た
。
一
の
難
民
と
な
っ
た
あ
と
は
ー

L
Z

d
?
?

か
つ
て
輝
い
て
い
た
星
雲
誌
一
言
大
き
な
蓄
を
一
襲
絡
わ
り
、
再
で
一
序
列
は
も
た
き
日
本
一
々
は
効
雪
量
産
き
一
会
警
撃
し
吾
妻
一
新
星
轟
警
進
め
る

を
操
り
返
し
、

国
埠
世
代
の
リ
タ
イ
ア
と
い
う
未
経
験
の
震
に
入
る
。
こ
第
一
貯
て
霞
繋
争
力
を
保
て
る
一
会
社
会
葬
っ
て
き
た
面
一
今
井
が
鼻
息
場
面
も
あ
っ
一
一
妻
。
揚
合
に
よ
っ
て
費
一
嘉
わ
っ
た
。
競
争
で
活
力

た
ど
り
、
「
そ
の
時
」
か
ら
「
い
ま
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
を
シ
リ
一
さ
。
日
本
火
災
海
上
保
険
一
志
社
会
を
改
め
る
損
金
一
リ
ス
ト
ラ
童
ら
れ
て
い
一
け
な
い
の
は
分
か
る
。
だ
が
一
き
て
か
ら
、
次
の
醤
思

「

そ

れ

は

あ

な

た

、

震

が

襲

同

友

会

会

員

左

京

間

体

」

請

に

立

っ

て

義

一

一

に

警

ら

な

貯

れ

ば

と

患

つ

だ
。
我
々
は
そ
ん
な
奪
ち
集
め
た
研
究
会
合
宿
だ
っ
一
す
る
主
苦
奮
動
車
劃
一
舞
愛
護
の
あ
と
、
別
の
一
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
の
考
一
気
が
す
る
」
と
要
一
て
い
た
よ
り
を
、
市
場
自

勺
や
っ
て
き
た
ん
り
ゃ
な
一
た
。
対
外
発
表
は
さ
れ
ず
世
一
社
長
の
嚢
一
ら
が
問
調
し
一
尉
界
図
体
で
あ
る
日
経
連
一
え
方
議
場
し
た
白
一
議
後
の
毎
主
は
窓
菜
1
ゲ
ー
ム
の
る
つ

に
一
間
か
暴
言
さ
れ
な
か
っ
一
た
。
生
産
震
の
和
や
技
術
一
(
現
日
本
番
号
で
も
閉
口
一
日
経
連
費
金
重
と
し
て
一
経
団
雲
援
に
警
。
政
府
一
ぽ
と
な
っ
て
し
ま
っ
さ
と

警
暴
目
、
千
費
一
た
が
、
警
界
に
と
っ
て
は
一
審
重
視
す
る
経
警
ら
一
警
が
蓄
に
霊
り
、
一
警
害
事
い
た
小
郡
勝
二
の
霊
競
争
力
会
警
引
一
晶
川
は
雪
。
語
、
舞

著

書

室

ホ

テ

ル

一

こ

乙

が

大

き

な

節

目

だ

っ

一

だ

っ

有

一

大
手
轟
の
ト
ッ
プ
主
人
一
か
、
株
主
利
益
重
視
の
米
国
一
ウ
シ
オ
襲
警
喜
一
は
決
着
は
つ
か
な
か
っ
た
一
る
手
段
と
し
で
出
て
き
た
。

が
新
し
い
日
本
書
室
裂
に
変
え
る
の
か
、
審
者
一
豪
華
し
た
。
「
人
口
号
、
終
塞
用
の
一
章
員
一
こ
れ
が
室
員
な
ど
を
場
曜
に
取
れ
岳
島
監
は
す
べ
て
当
時
)

1

J

案
す
る
た
め
、
泊
ま
り
込
み
一
た
ち
が
必
死
で
探
っ
て
い
た
一
成
が
遊
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
高
一
言
、
低
賃
金
の
非
正
規
一
や
す
雪
ス
ト
経
営
の
口
実
可
留
意
引

で
激
し
い
襲
撃
繰
り
広
げ
一
時
績
だ
か
ら
だ
。
一
齢
社
会
で
護
費
・
年
功
一
社
員
を
組
み
合
わ
せ
る
「
麗
一
と
し
て
つ
ま
み
食
い
さ
れ
た
一
等
一
一
足
先
に
同
友
会

1

1

6

:

1

j

4
a
;

た
。
論
争
の
中
心
に
な
っ
た 

・ 

パ
ブ
ル
が
崩
事
ν、
援
護
袋
慣
し
て
い
く
な
か
で
グ

宍
通
の
問
題
意
識
は
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア

ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
い
わ
れ
た
均
年
代
後
半
か
ら
初
年

代
の
成
功
を
体
現
し
て
審
た
経
営
者
一
に
は
、
日
本
型
経
営

へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
か
っ
た
。
だ
が
私
に
は
、
グ
口 
1
パ
リ

ズ
ム
に
負
げ
て
い
く
不
安
の
君
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

私
が
経
営
す
る
会
社
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
ピ
ジ
ネ
ス
と
し
て

ま 

さらば日本型経営
 

オリックス会長

二安宮内義彦氏
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議
の
本
擁
に
入
れ
ず
、
日
本
的
シ
ス
テ
ム
の

ま
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「雇)� 
E3 

る
の 
λ

パ
立
米
患
が
い
や
ト
経
で
と
ル

む

と

え

』

す

掛

そ

と

カ

ス

の

か

J

ヂ

終
拡
越
百
か
掛
帽
の
こ
上
盤
立
御
恥
す
そ

が
薫
り
グ
る
を
型
化
)
労
に
由
臨
む
出
鴬

h
M
油
断
湘
護
持
芳
雄

士

一

時

刈

閣

制

裂

町

村

脚

閣

制

謀

議

捕

時

hJt.
閥的一 

b
h
山一一胤抗

日
一
月
一
闘
記
哨
円
山
町
恥
誠
艇
購
イ
晴
げ
閣
問
山
川
船
「
川
和

関
一
一
一
由
一
一
諮
問
鶴
一
概
期
間
航
説
明
側
一
綜
則
一
…

盟問一一鍛跡側一瑚一一…駒山脚紘一当事問一誠一割問誠一

∞
一
「
三
種
の
神
器
」
で
共
同
体
化

2

E

一
寝
泊
本
~
品
調
ゆ
性
瞳
大
十
九
薫
い
せ
怯
致
し
一
つ

vr

?
f‘
E
t
L
V

、 ，

b
E
‘

著明郡一極限

抱
一
樹
一
勝
誠
一
議
醐

幻
一
泊
舗
覚
崎
心
部
刻
捌
潜
「
脱
樹
動
制
れ
低
且
え
酌
回

目
叩
一
史
却
を
霊
か
字
詰
難
鐸
ロ
軍
大
企
ン
揖
間
帯
り

蜘
一
切
一
一
踊
一
時
し
一
ゅ
は
酪
鶴
一
げ 
4
4
放…一瞬向転一一倒的純一

一
堅
議
士
一
路
…
一
一
区
章
一
だ
弘
一
は 

元
経
団
連
会
長

今
井
敬
氏
信
頼
失
っ
た
ら
経
営
で
き
ぬ


i

K

E

舞
誤
会
識
は
「
企
襲
は
離
の
た
め
に
あ
る
か
」
と
い
う
い
ら
ず
、
屋
用
は
と
っ
か
え
ひ
っ
か
え
で
き
る
。
現
揚
は

ス
テ 
I
ク
ホ
ル
ダ
ー
誰
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
番
重
要
な
の
ほ
と
ん
ど
非
正
規
社
員
や
パ
ー
ト
で
、
雇
用
一
に
対
す
る
考

軍
一
括
鴻
胸
間
期
比
脇
町
闘
い
海
諸
繍

が
従
襲
員
の
処
遇
、
と
い
う
の
が
轟
の
意
見
で
す
。
薫
替
え
方
が
遣
う
。
(
単
品
盟
型
経
営
派
が
)
「
生
産
性
が
膿
用

産
業
の
鉄
鋼
業
は
国
接
競
争
に
さ
ら
さ
れ
た
が
、
外
へ
は
を
決
め
る
」
「
普
の
賢
く
な
い
経
営
者
が
雇
っ
た
雇
用
を

出
て
い
げ
ず
過
璃
雇
用
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
で
も
企
業
と
守
る
必
要
は
な
い
」
「
そ
れ
は
政
府
の
役
目
」
と
嘗
え
る

陸一一議一一一一一 

議
斜
路
義
一
一
品
樹
齢 

し
て
一
度
雇
用
し
た
人
た
ち
を
警
畠
せ
な
い
、
と
患
い
の
は
婁
し
て
い
な
い
か
ら
。
鍵
も
賛
成
な
ん
で
を
晶
、

一
翼
宰
と
わ
グ
付
窓
共
め
る
に
揮
の
揖
る
団
睦 

ま

し

た

。

生

産

性

の

低

い

と

こ

ろ

か

ら

高

い

と

こ

ろ

へ

移

る

の

は

3
一
議
…
忠
一
列
強
一
一
一
位
記
…
崎
北
側 

…脚防法伺

日
本
の
ゐ
藁
立
は
共
間
体
的
な
意
識
が
あ
る
。
し
か
も
ね
。
し
か
し
実
擦
に
雇
用
し
て
い
る
者
を
外
に
放
り
出
す

製
造
業
は
ス
キ
ル
(
熟
麗
〉
や
授
婿
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
の
は
現
実
一
的
ひ
ゃ
な
い
。

と
勝
て
な
い
。
毒
薬
の
立
場
で
は
そ
ん
な
ス
キ
ル
は
斐
話
集
を
失
っ
た
ら
経
営
は
で
き
な
い
。
霧
車

F

賠

一
山
一
一
一
陣
式
騨
時
搬
勝
一
一
定
震
謀
議
務

国一均一一一議論議一一



幅
一
糊
一
時
一
沼
野
崎
詰
箱
尚
一
協
和 

抱
一
肌

唱富一回一朝一野わ初動一一山第一一説一蹴一純一時動一腕

u
h

抗
で
き
る
.

思
い
ま
・

一一 宮E昌グローパリズムに負ける奇
襲;21??号駐議長
信号gzsi1Z2223t は

地
獄
で

ま
う
。
ぞ

(
利
書
留

い
。
そ
れ

た
。
間
賓

集
め
、
高

勝
っ
た
。

し
ま
い
ま

た
び
に
株

く
会
社
は

案
の
議
決

い
、
と
い

供
が
親
密

り
、
経
営

い
と
い
っ

今
後
の

産
性
の
向
一

職
揖
に
し

ら
般
都
を
ト

ネ
だ
貯
で
一

が
生
ま
れ
一
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か 、 株 主 利 益 量 視 の 米 軍

型 に 震 え る の か 、 経 嘗 者

た ち が 必 死 で 探 っ て い た

勝 靖 だ か ら だ 。

ウ シ オ 電 接 会 長 の 牛 尾 治 一 は 決 着 は つ か な か っ た

朗 が 援 護 し た 。 「 人 口 構 一 が 、 終 身 雇 用 の 基 幹 社 員

鹿 が 逆 ピ ラ ミ ッ ド 型 の 高 一 と 有 期 、 低 賃 金 の 非 正 規

齢 社 会 で 終 身 雇 用 ・ 年 功 一 社 員 を 超 み
 A 8せ る 「 麗

(
今
秀
敏
氏
}

-'，、
.

u
J
-
<
A
t
‘
告
書
:
J
I
!
C
C
.
c
=
:
t
v
~
園
切
品
A
島
町
民
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.
.
.
.
v
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'
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'
"
砲
.
.
.
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'
、
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一 克 経 団 連 会 長

今 井 敬 氏



舞 援 会 議 は 「 企 業 は 誰 の た め に あ る か 」 と い う

ま し た 。

た . E 薄 型 組 組 グ ， 絹 脅 そ
 

謝 し た 言 険 宅 一
 た 鋭 勾 《 謙 吾 園 調 て 現 仕 組 メ 時 、 札 ¢ 組 組 理 を 司 制 持 詑 穴 題 点 と
 

九
 況

な っ た 」 ( 散 称 略 、 野 醤

は す べ て 当 時 )

「 縞 集 委 員 ・ 西 井 泰 之

田 中 部 也 、

パ ブ ル が 崩 壊 し 、 経 欝 が 変 調 し て い く な か で グ

ロ 1 パ リ ズ ム が 台 顕 し て き た こ と に 、 経 梼 界 に は

r u E

共 通 の 問 屋 意 識 は あ っ た 。 そ れ で も 「 ヲ ャ パ ン ・ ア

ズ ・ ナ ン バ ー ワ ン 」 と い わ れ た
 

0 7 年 代 筆 十 か ら 的 年

代 の 成 功 を 体 現 し て き た 経 嘗 者 に は 、 日 本 軍 経 営

へ の こ だ わ り が 強 か っ た 。 だ が 私 に は 、 グ ロ
 パ リ

ズ ム に 負 げ て い く 不 安 の 方 が 大 き か っ た で す ね 。

私 が 経 営 す る 会 社 は ベ ン チ ャ
 

ー ビ ジ ネ ス と し て

- n r

生 ま れ 、
 4 罫 砲 の 本 擁 に 入 れ ず 、 日 本 的 シ ス テ ム の

ー 溶 か で 保 護 怒 れ 在 住 涯 』 度 一 も な い 。 撃 さ 匙 「

は 地 獄 で す 。 経 醤 を 間 違 え た ら 会 社 は つ ぶ れ て し

ま う 。 そ う 思 う と 、 す べ て の ス テ
 

ク ホ ル ダ ー

( 利 害 関 係 者 ) の た め に 、 と は な か な か 言 え な



い 。 そ れ に 日 本 的 経 営 は き わ め て 製 造 業 的 だ っ



た 。 開 買 で 、 勤 労 意 欲 が 嵩 く 、 忠 誠 心 が 強 い 人 を



集 語 、 高 い モ ラ ル を 繕 持 す る 経 嘗 を し た と こ ろ が



勝 っ た 。 そ ろ い う メ ー カ ー は ほ と ん ど 無 く な っ て



し ま い ま し た 。 怖 さ は あ り ま す よ 。 四 半 期 決 算 の



た び に 検 主 に い い 顔 を し よ う と し た ら も 間 違 い な



く 舎 往 は お か し く な る 。 本 音 で 言 え ば 、 大 事 な 議



案 の 議 決 揮 は 建 時 を 何 年 か 持 つ 存 人 に し か 渡 さ な



い 、 と い う
 

ζ と は あ っ て も い い 》 嵐 う 。 た だ 、 子



供 が 読 を 選 べ な い の と 同 り で 、 よ 揚 し て い る 限



り 、 経 営 者 は 榛 主 を 選 べ な い
 

1 棟 主 が 気 に 食 わ な



い と い っ て も 仕 方 な い 。



今 後 の 課 題 は 知 識 集 約 産 業 、 サ ー ビ ス 麗 業 の 生



産 性 の 向 上 。 知 恵 を も っ 人 が 意 欲 を も っ て 働 げ る



職 場 に し な い と い げ な い 。 ア ン グ 担 サ ク ソ ン 擁 な



ら 績 棋 を 高 く す れ ば い い が 、 大 部 分 の 日 本 人 は カ



ネ だ 貯 で は な い 。 そ れ に チ ー ム プ レ ー の 申 で 知 恵



f

が 生 ま れ る 。 そ と で 初 め て ア ン グ ロ サ ク ソ ン に 対

T

抗 で き る 。 新 し い 日 本 型 経 醤 が 必 要 に な っ て い る

と 思 い ま す 。
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る 手 麗 と し で 出 て き た 。

こ れ が 標 達 社 員 な ど を 増

や す 偉
 2 ス ト 経 営 の 口 実

と し て つ ま み 食 い さ れ た
園
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新 も し な き ゃ い 貯 な い 。 そ の た め に 従 糞 に 信 頼

信 頼 失 っ た ら 経 営 で き ぬ き れ な き ゃ い げ な い 。 そ の う え で 利 益 重 げ る 。

こ れ が 経 薯 に 与 え ら れ て い る 使 命 で 宅

い ら ず 、 麗 用 は と っ か え ひ っ か え で き る 。 現 場 は 犠 価 を 霊 定 評 価 し て も ら う の は 必 警 が 、 短

ス テ
 

1 ク ホ ル ダ ー 動 か ら 始 ま っ た 。 一 番 重 要 な の

が 従 業 員 の 処 遇 、 と い う の が 農 の 意 見 で す 。 素 材

産 業 の 鉄 鋼 業 は 麗 接 競 争 に さ ら さ れ た が 、 外 へ は

出 て い 夢 過 嚢 窓 生 ま れ た 。 そ れ で も 企 業 と

レ て 一 隻 雇 用 し た 人 た ち を 放 り 出 せ な い 、 と 患 い

宮 本 の ゐ 藁 に は 共 間 体 的 な 意 識 が あ る 。 し か も

製 造 業 は ス キ ル ( 艶 麓 ) や 技 街 、 ノ ウ ハ ウ が な い

と 勝 て な い 。 非 製 造 業 の 立 場 で は そ ん な ス キ ル は

ほ と ん ど 非 正 規 社 員 や パ ! ト で 、 雇 用 に 対 す る 考 期 的 な 利 益 を 追 い 求 め る 稜 主 は 大 事 に 審 対 象 で

え 方 が 遣 う 。 ( 米 題 型 経 営 療 が ) 「 生 産 性 が 雇 用 は な い 。 ま し て 、 い ま は や り の ヘ ッ 夕 立 ア ン ド は

を 決 め る 」 「 普 の 費 ζ な い 経 営 者 が 雇 っ た 雇 用 を 場 合 に よ っ て は 害 に な る 。 金 余 り の カ ヰ を 借 り て

守 る 必 要 は な い 」 「 そ れ は 政 府 の 役 目 」 と 雷 え る 買 収 し よ う と す る 動 き に は 断 固 と し て 棋 わ な き ゃ

の は 苦 労 し て い な い か ら 。 債 も 費 成 な ん で す よ 、 い 貯 な い 。 日 本 は 世 界 経 済 に 組 み 込 ま 蜘 て い る 。

生 産 性 の 低 い と こ ろ か ら 高 い と こ ろ へ 移 る の は ア ン グ ロ サ ク ソ ン 流 の 資 本 主 議 経 務 に も 対 応 し な

ね 。 し か し 実 麗 に 麗 用 し て い る 者 を 外 に 放 り 出 す き ゃ い 貯 な い 。 だ げ ど 、 い ま の 米 国 は ム 芳 ネ だ げ

の は 現 寄 り ゃ な い 。 の 市 場 主 義 。 金 融 だ 貯 に 依 存 し て い る 質 主 義 に

社 会 的 信 頚 を 失 っ た ら 経 営 は で き な い 。 技 術 草 普 遍 的 な 舗 鑑 が あ る と は 思 え ま せ ん 。
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